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２Ｈ１８．２　ひおき市議会だより

　

月　

日
（
本
会
議　

初
日
）

１１

２９

　

本
定
例
会
の
会
期
日
程
を　

月　

日

１２

２１

ま
で
の　

日
間
と
決
定
し
、
例
月
出
納

２３

検
査
及
び
定
期
監
査
結
果
報
告
、
畠
中

實
弘
議
員
の
総
務
企
画
常
任
委
員
長
及

び
議
会
運
営
委
員
辞
任
と
田
丸
武
人
議

員
の
総
務
企
画
常
任
委
員
長
・
議
会
運

営
委
員
会
委
員
就
任
及
び
鳩
野
哲
盛
議

員
の
総
務
企
画
常
任
委
員
会
副
委
員
長

の
就
任
報
告
、
議
長
会
議
等
報
告
、
行

政
報
告
の
後
、
専
決
処
分
承
認
議
案
１

件
・
補
正
予
算
議
案
８
件
・
条
例
議
案

２
件
・
決
算
認
定
議
案
３
件
・
そ
の
他

議
案　

件
が
上
程
さ
れ
、
質
疑
・
討
論

１５

の
後
、
採
決
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
そ

れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
・
認
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
提
案
理
由
説
明
の
み
の
条
例
議

案
３
件
・
補
正
予
算
議
案　

件
・
そ
の

１０

他
議
案
１
件
の
上
程
。
請
願
１
件
に
つ

い
て
は
所
管
の
環
境
福
祉
常
任
委
員
会

へ
の
付
託
が
な
さ
れ
た
。

　

月
２
日
（
本
会
議
）

１２
　

総
務
企
画
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ

た
陳
情
１
件
・
議
案
３
件
の
審
査
を
お

こ
な
い
原
案
の
と
お
り
採
択
す
る
も
の

と
決
定
し
た
。

　

９
月
定
例
会
上
程
の
旧
各
町　

年
度

１６

及
び　

年
度
（
４
月
分
）
決
算
認
定
議

１７

案　

件
に
つ
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委

５７
員
会
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
の
後
、

採
決
に
よ
り
委
員
長
報
告
の
と
お
り
認

定
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。

　

第
１
本
会
議
で
提
案
理
由
の
説
明
が

な
さ
れ
た
上
程
済
み
議
案　

件
に
つ
い

１４

て
は
、
総
括
質
疑
の
後
、
所
管
の
各
常

任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
薩
南
衛
生
処
理
組
合
規
約
変

更
に
伴
う
長
野
瑳
や
子
議
員
の
当
選
告

知
が
な
さ
れ
た
。

５
・
６
日
（
本
会
議
）

　

付
託
議
案　

件
、
請
願
１
件
に
つ
い

１３

て
、
所
管
の
各
常
任
委
員
会
で
審
議
が

な
さ
れ
た
。

　

〜　

日
（
本
会
議
）

１３

１５

　
　

人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
お
こ

２０
な
っ
た
。

　

日
（
本
会
議　

最
終
日
）

２１
　

各
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
た
条
例

議
案
３
件
・
補
正
予
算
議
案　

件
・
そ

１０

の
他
議
案
１
件
・
請
願
１
件
に
つ
い
て

委
員
長
報
告
、
質
疑
・
討
論
の
後
、
採

決
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

た
。

　

請
願
に
つ
い
て
は
、
委
員
長
報
告
の

と
お
り
採
択
す
る
も
の
と
決
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
日
置
市
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
制
定
議
案
が
議
員
発
議
に
よ
り

上
程
さ
れ
、
花
木
千
鶴
議
員
の
提
案
説

明
の
後
、
討
論
・
採
決
が
お
こ
な
わ
れ

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。

　

継
続
中
で
あ
る
公
共
工
事
不
正
再
発

防
止
等
調
査
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告

が
委
員
長
よ
り
な
さ
れ
た
。

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１２月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののののののののの経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告月定例会の経過報告

議
会
の
動
き

　

月
２
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

１１
　
　

７
日　

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
　
　

日　

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

１０

　

〜　

日　

鹿
児
島
県
市
議
会
議
長
会
臨
時
総

１０

１１

　
　
　
　
　

会
及
び
国
会
議
員
へ
の
陳
情
活
動

　
　
　

日　

葉
た
ば
こ
販
売
対
策
懇
談
会

１５

　
　
　

日　

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会

１７

　
　
　

日　

熊
本
県
合
志
町
議
会
運
営
委
員
会
視
察
来
庁

１８

　
　
　

日　

全
員
協
議
会

２１

　
　
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２２

　
　

〃　
　

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

日　

吹
上
高
校
創
立　

周
年
記
念
式
典

２５

８０

　
　
　

日　

輝
北
町
議
会
運
営
委
員
会
視
察
来
庁

２９

　
　

〃　
　

第
６
回
定
例
会
開
会
（
第
１
本
会
議
）

　　

月
２
日　

第
６
回
定
例
会
（
第
２
本
会
議
）

１２
　
　

５
日　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
・
教
育
文
化
常
任
委
員
会

　
　

６
日　

総
務
企
画
・
環
境
福
祉
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　

８
日　

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

日　

第
６
回
定
例
会（
一
般
質
問
１
〜
６
番
）

１３

　
　
　

日　

第
６
回
定
例
会（
一
般
質
問
７
〜　

番
）

１４

１３

　
　
　

日　

第
６
回
定
例
会（
一
般
質
問　

〜　

番
）

１５

１４

２０

　
　
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

１９

　
　
　

日　

全
員
協
議
会

２１

　
　

〃　
　

第
６
回
定
例
会
（
最
終
本
会
議
）
閉
会

　
　
　

日　

広
報
編
集
委
員
会

２７

１
月
３
日　

成
人
式

　
　

８
日　

日
置
市
消
防
出
初
め
式

　
　
　

日　

広
報
編
集
委
員
会

１１

　

〜　

日　

南
九
州
市
議
会
議
長
会
総
会

１２

１３

　
　
　

日　

市
議
会
議
員
研
修
会

１３

　
　
　

日　

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会

１６

　
　
　

日　

教
育
文
化
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査（
市
内
）

１９

　
　
　

日　

県
市
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

１９

　
　
　

日　

全
員
協
議
会

２０

　
　

〃　
　

広
報
編
集
委
員
会

　
　
　

日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査（
市
内
）

２５
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１２月定例会上程議案

審 議 ・ 採 決 結 果審審 議 ・ 採 決 結 果議 ・ 採 決 結 果

請　願

　・請 願 者　野首地区自然環境保護委員会　会長　船倉慶三郎
　・紹介議員　上園　哲生　　大園　貴文
　・付　　託　環境福祉常任委員会

採 択産業廃棄物処理場の再開反対に関する請願

結　果件　名

原案可決・鹿児島県市町村非常勤職員公務災害補償等組
合を組織する地方公共団体の数の減少及び鹿
児島県市町村非常勤職員公務災害補償等組合
規約の変更に関する協議について

原案可決・日置市安全安心まちづくり条例の制定について

原案可決・日置市職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて

原案可決・日置市都市公園条例及び日置市道路占用料等
徴収条例の一部改正について

原案可決・日置市火災予防条例の一部改正について

原案可決・市道の路線の認定について

原案可決・平成１７年度日置市一般会計補正予算（第６号）

原案可決・平成１７年度日置市特別養護老人ホーム事業特
別会計補正予算（第２号）

原案可決・平成１７年度日置市公共下水道事業特別会計補
正予算（第２号）

原案可決・平成１７年度日置市国民宿舎事業特別会計補正
予算（第２号）

原案可決・平成１７年度日置市国民保養センター及び老人
休養ホーム事業特別会計補正予算（第２号）

原案可決・平成１７年度日置市簡易水道事業特別会計補正
予算（第２号）

原案可決・平成１７年度日置市立国民健康保険病院事業会
計補正予算（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市水道事業会計補正予算（第２
号）

原案可決・平成１７年度日置市一般会計補正予算（第７号）

原案可決・平成１７年度日置市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）

原案可決・平成１７年度日置市老人保健医療特別会計補正
予算（第１号）

原案可決・平成１７年度日置市特別養護老人ホーム事業特
別会計補正予算（第３号）

原案可決・平成１７年度日置市公共下水道事業特別会計補
正予算（第３号）

原案可決・平成１７年度日置市国民保養センター及び老人
休養ホーム事業特別会計補正予算（第３号）

原案可決・平成１７年度日置市簡易水道事業特別会計補正
予算（第３号）

原案可決・平成１７年度日置市介護保険特別会計補正予算
（第２号）

原案可決・平成１７年度日置市国民健康保険病院事業会計
補正予算（第２号）

原案可決・平成１７年度日置市水道事業会計補正予算（第３
号）

結　果件　名

原案可決・日置市議会委員会条例の一部を改正する条例
について

原案可決・日置市議会議員政治倫理条例の制定について

承　　認・専決処分につき承認を求めることについて

認　　定・平成１７年度日置広域連合一般会計歳入歳出決
算認定について

認　　定・平成１７年度日置広域連合介護保険事業特別会
計歳入歳出決算認定について

認　　定・平成１７年度日置地区消防組合歳入歳出決算認
定について

原案可決・鹿児島県市町村土地開発公社定款の一部変更
について

原案可決・鹿児島県市町村自治会館管理組合を組織する地
方公共団体の数の減少に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村議会議員公務災害補償等組合を
組織する地方公共団体の数の減少及び鹿児島県
市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変
更に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村議会議員公務災害補償等組合を
組織する地方公共団体の数の減少及び鹿児島県
市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変
更に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村交通災害共済組合を組織する
地方公共団体の数の減少及び鹿児島県市町村
交通災害共済組合規約の変更に関する協議に
ついて

原案可決・鹿児島県市町村交通災害共済組合の財産処分
に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村交通災害共済組合を組織する
地方公共団体の数の減少及び鹿児島県市町村
交通災害共済組合規約の変更に関する協議に
ついて

原案可決・鹿児島県市町村交通災害共済組合の財産処分
に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村消防補償等組合を組織する地方
公共団体の数の減少及び鹿児島県市町村消防補
償等組合規約の変更に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村消防補償等組合を組織する地方
公共団体の数の減少及び鹿児島県市町村消防補
償等組合規約の変更に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村職員退職手当組合を組織する
地方公共団体の数の減少及び鹿児島県市町村
職員退職手当組合規約の変更に関する協議に
ついて

原案可決・鹿児島県市町村職員退職手当組合の財産処分
に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村職員退職手当組合規約の変更
に関する協議について

原案可決・鹿児島県市町村非常勤職員公務災害補償等組
合を組織する地方公共団体の数の減少及び鹿
児島県市町村非常勤職員公務災害補償等組合
規約の変更に関する協議について
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〔特別会計・公営企業会計　補正予算〕

差　額補正後補正前会　　　計　　　名

３０６,９６９５,８１２,６１１５,５０５,６４２国民健康保険特別会計

３１５,４４２９,０７３,３４７８,７５７,９０５老人保健医療特別会計

３７５３１１,４７２３１１,０９７特別養護老人ホーム事業特別会計

３６５３３,３４３５３３,３０７公共下水道事業特別会計

７０１６９,５４３１６９,４７３国民保養センター及び老人休養ホーム事業特別会計

（単位：千円）

6055504540353025201510５1差　額補正後補正前科　　　目

０３，５４２，６３５３，５４２，６３５市 税

０５２８，９１８５２８，９１８地 方 譲 与 税

０６，４３２，５５２６，４３２，５５２交 付 金

１９，６２８３１３，１０８２９３，４８０分担金及び負担金

７，１０３４３３，６４８４２６，５４５使用料及び手数料

－１９９，３２２３，１３８，８９０３，３３８，２１２国 庫 支 出 金

２３１，６６９１，８６５，８３３１，６３４，１６４県 支 出 金

７３，７６７２，１５３，２０３２，０７９，４３６その他　 諸収入

－６２０，１０２１，６０６，７０３２，２２６，８０５繰 入 金

０００繰 越 金

４２，１００４，３９７，７００４，３５５，６００市 債

億240230220210200190180170160150140130

－４４５，１５７２４，４１３，１９０２４，８５８，３４７歳 入 合 計

（単位：千円） 補正前 補正後

歳 出

歳 入
一般会計　補正予算

億

605550454035302520151051差　額補正後補正前科　　　目

－１,２３３２０６,６３６２０７,８６９議 会 費

－４,６７２２,３４５,８３６２,３５０,５０８総 務 費

－３６４,１８３４,７３７,８５１５,１０２,０３４民 生 費

１２１,３１３２,５２９,０５３２,４０７,７４０衛 生 費

０１１,７０２１１,７０２労 働 費

－９４,７４３１,４６２,６６７１,５５７,４１０農 林 水 産 業 費

－１,１１２１５７,６５０１５８,７６２商 工 費

－２００,６７５４,３８０,９６８４,５８１,６４３土 木 費

－５,４４８６６４,９３４６０７,３８２消 防 費

７５,４０６４,２０４,０７５４,１２８,６６９教 育 費

３０,１９０４３６,１２１４０５,９３１災 害 復 旧 費

０３,２６０,７３１３,２６０,７３１公 債 費

０１４,９６６１４,９６６諸支出金・予備費

億240230220210200190180170160150140130

－４４５,１５７２４,４１３,１９０２４,８５８,３４７歳 出 合 計

（単位：千円） 億

差　額補正後補正前会　　　計　　　名

０３２２,０１１３２２,０１１簡易水道事業特別会計

６,４０１２,４８７,５６７２,４８１,１６６介護保険特別会計

－１１,７６６３６４,３２１３７６,０８７国民健康保険病院事業会計

－２９５４６９,６８７４６９,９８２水道事業会計
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本
委
員
会
は
、　

月　

日
・　

日
・

１０

１２

２０

　

日
、　

月　

日
・　

日
、　

月
８
日

３１

１１

１７

２２

１２

と
、
こ
れ
ま
で
に
６
回
の
会
議
を
開
催

し
、
原
則
全
て
の
会
議
を
公
開
と
す
る

こ
と
を
確
認
し
、
以
下
に
述
べ
る
事
項

を
調
査
・
審
議
し
て
き
た
。

１
、
贈
収
賄
事
件
・
談
合
事
件
の
経
緯

と
全
容
、
そ
れ
ら
が
発
生
し
た
と
思
わ

れ
る
背
景
。

２
、
過
去
に
類
似
し
た
事
件
は
本
市
に

は
な
か
っ
た
か
。

３
、
当
事
者
で
あ
る
官
と
民
の
事
件
後

の
動
き
と
対
策
は
ど
う
か
。

４
、
議
員
・
職
員
な
ど
全
市
内
に
お
い

て
、
事
件
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
類
似

し
た
行
動
は
な
か
っ
た
か
。

　

当
局
か
ら
両
助
役
、
総
務
企
画
部

長
、
産
業
建
設
部
長
、
総
務
課
長
、
財

政
管
財
課
長
の
出
席
を
求
め
贈
収
賄
事

件
が
発
生
し
た
と
思
わ
れ
る
背
景
・
原

因
に
つ
い
て
審
議
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
行
政
マ
ン
と
し
て
の
自
覚
・
モ
ラ

ル
の
欠
如
が
一
番
で
あ
り
、
技
師
と
し

て
は
原
課
だ
け
を
異
動
す
る
な
か
で
業

者
と
の
慣
れ
合
い
が
起
因
と
し
、
そ
れ

ら
を
監
督
で
き
な
か
っ
た
上
司
の
責
任

と
、
か
ね
て
か
ら
の
職
員
間
の
人
間
関

係
の
希
薄
さ
も
要
因
の
ひ
と
つ
と
の
、

見
解
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
対
策
と
し
て
、
職
員
の
服

務
・
公
務
員
と
し
て
の
倫
理
観
高
揚
の

た
め
の
研
修
を
実
施
、
９
月
１
日
に
は

『
日
置
市
職
員
倫
理
規
程
』
を
制
定
し

綱
紀
粛
正
の
徹
底
を
図
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

　

ま
た
談
合
事
件
を
受
け
て
の
改
善
策

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
工
事
完
成
検
査
を

事
業
主
管
課
が
実
施
し
て
い
た
が
、
他

課
の
職
員
で
検
査
す
る
よ
う
に
改
善
。

さ
ら
に
７
月
１
日
か
ら
予
定
価
格
の
事

前
公
表
・
指
名
業
者
の
事
後
公
表
・
設

計
図
書
の
閲
覧
方
法
の
変
更
な
ど
を
試

行
。
入
札
制
度
改
善
委
員
会
・
建
設
工

事
等
の
調
査
委
員
会
の
設
置
を
図
り
、

早
急
に
入
札
等
監
視
委
員
会
を
設
立
し

た
い
旨
の
改
善
策
が
示
さ
れ
た
。

　

宮
路
市
長
の
出
席
を
求
め
、
以
下
の

疑
問
に
つ
い
て
審
議
・
調
査
し
た
。

　

ま
ず
入
札
参
加
資
格
の
県
ラ
ン
ク
と

伊
集
院
地
域
の
違
い
に
つ
い
て
、
伊
集

院
町
は
前
年
度
の
実
績
を
も
と
に
勘
案

し
て
あ
る
の
で
県
の
基
準
と
違
う
し
、

最
近
の
土
木
業
者
の
増
加
に
対
処
す
る

た
め
に
伊
集
院
町
独
特
の
ラ
ン
ク
付
け

が
な
さ
れ
て
き
た
と
の
答
弁
。
ま
た
電

気
工
事
に
か
か
る
伊
集
院
地
域
の
ラ
ン

ク
な
し
に
つ
い
て
は
、
要
綱
は
な
い
が

内
部
で
格
付
け
表
は
持
っ
て
お
り
、
県

の
指
名
基
準
を
参
考
に
指
名
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
さ
ら
に
職
員
の
Ｏ
Ｂ
で
過

去
に
土
木
・
建
設
業
界
に
就
職
し
た
人

数
は
２
人
で
あ
り
、
行
政
で
斡
旋
し
た

も
の
で
は
な
い
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

審
議
・
調
査
の
途
中
で
『
議
員
と
し

て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
動
や
モ
ラ
ル
の

欠
如
を
指
摘
す
る
市
民
か
ら
の
声
が
あ

る
』
と
の
意
見
も
出
さ
れ
、
議
員
自
ら

も
襟
を
正
さ
な
け
れ
ば
委
員
会
審
議
の

進
展
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
と
の
意
見
集

約
を
し
『
議
員
政
治
倫
理
条
例
』
の
制

定
を
急
ぐ
べ
し
と
の
結
論
に
達
し
た
。

　

市
内
の
土
木
業
者
、
全　

社
に
お
願

８８

い
を
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は　

社
か
ら
回

４９

答
を
得
、
回
収
率
は　

％
で
あ
っ
た
。

５５

い
く
つ
か
の
設
問
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
傾
向
を
報
告
す
る
。

　

ま
ず
贈
収
賄
事
件
が
起
き
た
原
因
に

つ
い
て
は
、
当
事
者
双
方
に
問
題
が
あ

る
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。
次
い
で
行

政
職
員
の
モ
ラ
ル
の
欠
如
・
上
司
の
管

理
体
制
の
甘
さ
を
指
摘
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
事
件
が

二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
、
教

訓
と
し
て
取
り
組
む
決
意
を
示
し
た
回

答
が
大
部
分
で
あ
っ
た
。
談
合
事
件
が

起
き
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
工
事
件
数

の
減
少
・
利
益
率
の
低
下
な
ど
が
多
く
、

業
界
全
体
の
厳
し
さ
を
浮
き
彫
り
に
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
談
合
事
件
に

つ
い
て
は
『
良
く
な
い
事
』『
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
事
』
と
し
た
回
答
が
最
多

だ
っ
た
も
の
の
、
会
社
存
続
の
た
め
に

は
『
必
要
悪
』
と
の
も
の
も
い
く
つ
か

あ
っ
た
。
事
件
の
教
訓
に
つ
い
て
は

『
談
合
』
を
悪
と
捉
え
、
健
全
な
工
事

受
注
に
取
り
組
む
と
し
た
回
答
が
大
半

を
占
め
た
。
指
名
停
止
・
営
業
停
止
の

処
分
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
と
し
た
回
答
が
寄
せ

ら
れ
た
反
面
『
創
業
以
来
の
危
機
的
状

況
に
あ
る
』『
従
業
員
の
リ
ス
ト
ラ
を
実

施
ま
た
は
予
定
し
て
い
る
』
な
ど
の
悲

鳴
と
も
感
じ
ら
れ
る
も
の
も
あ
っ
た
。

　

現
在
試
行
中
の
予
定
価
格
の
事
前
公

表
に
つ
い
て
は
、
大
方
が
賛
同
し
な
が

ら
も
最
低
制
限
価
格
の
設
定
を
望
む
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
等
を
も
と
に
、

議
会
と
し
て
の
提
言
・
再
発
防
止
策
を

３
月
議
会
に
て
、
報
告
す
る
。

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告

公
共
工
事
不
正
再
発
防
止
等
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告　

委
員
長

池

満

渉

委
員
長　

池　

満　
　
　

渉　

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
書
面
に
て
お
寄
せ
下
さ
い
。

〔

〕
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決算審査特別委員会報告決算審査特別委員会報告

　

平
成　

年
度

１６

Ｈ　

・
４
・
１
〜
Ｈ　

・
３
・　
　

１６

１７

３１

旧東市来町

７,５３８,６０６一般会計

１,４９８,６８１国民健康保険事業特別会計

２,６５６,９８４老人保健医療特別会計

１６８,９６４
国民保養センター及び
老人休養ホーム事業特別会計

１６４,０９２水道事業会計

旧伊集院町
８,４７６,０８１一般会計

２,０６５,３７７国民健康保険特別会計

６７５飲料水供給施設特別会計

５４３,３４４公共下水道事業特別会計

１０,６１７住宅新築資金等貸付事業特別会計

２,７２４,６２２老人保健医療特別会計

２５１,１７６水道事業会計

旧吹上町
５,９７６,３９６一般会計

１,０７４,９２７国民健康保険特別会計

２,０５３,９９４老人保健医療特別会計

１５３,２１２簡易水道事業特別会計

６,１９１温泉給湯事業特別会計

１６,１０７公衆浴場事業特別会計

２５４,２６５国民宿舎事業特別会計

３６,３８３農業集落排水事業特別会計

旧日吉町
３,０９４,６９８一般会計

７３９,５０２国民健康保険事業特別会計

１,２２６,５７５老人保健医療特別会計

２１５,７７１簡易水道事業特別会計

４,１６２住宅新築資金等貸付事業特別会計

２９８,８７６特別養護老人ホーム事業特別会計

３８０,９８２国民健康保険病院事業会計

　

平
成　

年
度

１７

Ｈ　

・
４
・
１
〜
Ｈ　

・
４
・　
　

１７

１７

３０

旧東市来町

５２４,６３３一般会計

２７,３１１国民健康保険事業特別会計

５１,０８６老人保健医療特別会計

６,４８７
国民保養センター及び
老人休養ホーム事業特別会計

６,５７１水道事業会計

旧伊集院町
３８０,９６２一般会計

３６,４４４国民健康保険特別会計

６飲料水供給施設特別会計

３,８５３公共下水道事業特別会計

０住宅新築資金等貸付事業特別会計

１４,６５８老人保健医療特別会計

９,９４８水道事業会計

旧吹上町
４１５,７８４一般会計

１８,４８８国民健康保険特別会計

９,７６８老人保健医療特別会計

３２,００７簡易水道事業特別会計

４４９温泉給湯事業特別会計

５６７公衆浴場事業特別会計

５,６６６国民宿舎事業特別会計

４２０農業集落排水事業特別会計

旧日吉町
１６３,１８９一般会計

１２,０２９国民健康保険事業特別会計

４,１３１老人保健医療特別会計

１,３８４簡易水道事業特別会計

０住宅新築資金等貸付事業特別会計

１４,８３７特別養護老人ホーム事業特別会計

２７,４４７国民健康保険病院事業会計

歳出決算額歳出決算額
単位（千円）単位（千円）
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平
成　

年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算

１７

　

今
回
の
補
正
予
算
は
４
億
４
３
７
０

万
７
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
２
４
４
億
１
３
１
９
万
円
と
な
っ

た
。

　

所
管
の
歳
入
歳
出
で
主
な
も
の
は
、

歳
入
で
は
総
務
費
県
補
助
金
１
億
８
６

０
８
万
７
千
円
増
、
鹿
児
島
県
市
町
村

合
併
特
例
交
付
金
等
、
総
務
費
県
委
託

金
３
４
０
万
１
千
円
減
、
衆
議
院
議
員

選
挙
委
託
金
等
、
財
産
貸
付
収
入
８
３

５
万
円
増
、
教
職
員
住
宅
貸
付
収
入

等
、
財
政
調
整
繰
入
金
６
億
１
８
６
５

万
２
千
円
減
、
歳
入
歳
出
の
調
整
、
市

債
４
２
１
０
万
円
増
、
各
事
業
の
確
定

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

歳
出
で
は
総
務
管
理
費
２
２
６
１
万

４
千
円
増
、
徴
税
費
２
６
３
万
３
千
円

減
、
選
挙
費
２
２
０
０
万
２
千
円
減
、

消
防
費
４
９
３
万
７
千
円
減
な
ど
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

基
金
の
年
度
末
見
込
は
。

答　

今
年
度
末
の
主
な
基
金
は
、
財
調

額
が　

億
１
７
９
０
万
円
、
減
債
基
金

２１

が
３
億
８
５
０
４
万
円
、
施
設
整
備
基

金
が
７
４
４
０
万
円
、
人
材
育
成
基
金

が
１
億
４
１
７
９
万
円
、
土
地
開
発
基

金
が
２
億
３
９
１
５
万
円
の
見
込
。

問　

税
申
告
の
時
期
が
来
る
が
、
こ
れ

か
ら
の
対
応
は
。

答　

従
来
の
方
法
で
は
人
数
、
日
程
等

が
足
り
な
い
の
で
、
地
域
を
ま
と
め
て

大
会
場
で
行
う
。
山
手
の
方
は
、
従
来

ど
お
り
取
り
扱
い
た
い
。

問　

携
帯
電
話
の
不
通
話
地
域
が
あ

る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
。

答　

市
内
で
不
通
話
地
域
が　

カ
所
ぐ

１０

ら
い
あ
る
。
市
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

基
盤
整
備
事
業
で
、
小
中
学
校
、
地
区

公
民
館
等
約　

カ
所
を
光
ケ
ー
ブ
ル
で

９０

つ
な
ぐ
。
光
ケ
ー
ブ
ル
が
で
き
れ
ば
、

携
帯
の
不
通
話
地
域
も
解
消
で
き
る
。 

　

平
成　

年
度　

日
置
市
国
民
保
養
セ

１７

ン
タ
ー
及
び
老
人
休
養
ホ
ー
ム
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
は
７
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
９
５

４
万
３
千
円
と
な
っ
た
。

　

日
置
市
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例

の
制
定

　

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
基

本
理
念
を
定
め
、
市
・
市
民
・
事
業
者

等
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
連
携
お
よ
び
協
力
し
、

犯
罪
、
事
故
及
び
災
害
を
未
然
に
防
止

し
、
安
全
で
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

事
業
者
、
所
有
者
へ
の
説
明
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答　

全
体
計
画
に
つ
い
て
は
、
推
進
会

議
で
具
体
的
に
話
し
合
い
を
進
め
る
。

事
業
者
、
所
有
者
に
は
協
力
を
求
め
な

が
ら
、
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
る
。

　

日
置
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
煙
突
等
に
使
用
で
き
る
材
料
の

中
か
ら
石
綿
が
除
か
れ
た
た
め
の
一
部

改
正
で
あ
る
。 

　

平
成　

年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算

１７

　

社
会
福
祉
総
務
費
の
工
事
請
負
費
は

日
吉
地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
等

の
温
泉
お
よ
び
シ
ャ
ッ
タ
ー
工
事
。

　

老
人
福
祉
費
繰
出
金
１
億
２
７
６
万

円
の
減
額
は
日
置
広
域
連
合
の
負
担
金

で
旧
日
吉
町
分
の
残
金
補
正
で
あ
る
。

　

児
童
措
置
費
９
９
３
万
３
千
円
の
減

額
は
延
長
保
育
、
乳
児
保
育
、
地
域
活

動
事
業
等
が
次
世
代
育
成
支
援
対
策
交

付
金
事
業
へ
の
移
行
に
伴
う
補
正
分
。

　

生
活
保
護
費
２
億
３
５
２
７
万
２
千

円
の
減
額
は
９
カ
月
分
計
上
に
伴
う
事

業
費
減
の
補
正
分
。

　

環
境
衛
生
費
繰
出
金
３
１
４
０
万
７

千
円
は
吹
上
支
所
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
分
。

　

塵
芥
処
理
費
の
印
刷
製
本
費
ゴ
ミ
分

別
手
引
書
１
万
７
千
冊
分
は　

ペ
ー

７２

ジ
、
１
２
０
０
品
目
を
記
載
す
る
も

の
。
施
設
維
持
修
繕
料
１
６
４
６
万
９

千
円
の
減
額
は
バ
ク
フ
ィ
ル
タ
等
の
随

意
契
約
を
入
札
に
変
更
し
た
た
め
。

　

し
尿
処
理
委
託
料
２
９
８
万
５
千
円

は
処
分
量
１
１
０
％
増
へ
の
計
上
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

コ
ン
テ
ナ
収
集
モ
デ
ル
地
区
で
の

評
判
と
対
応
は
。

答　

収
集
へ
の
理
解
が
難
し
い
面
も
あ

る
。
今
後
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
自
治
会

で
分
別
徹
底
の
説
明
を
行
う
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

環
境
福
祉
常
任
委
員
会

��
��
��
��
���

��
��
��
��
�

税申告の呼びかけのチラシ
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問　

し
尿
処
理
の
今
後
の
考
え
方
は
。

答　
　

年
１
月
末
で
海
洋
投
棄
終
了
に

１９

伴
い
西
薩
及
び
他
地
域
衛
生
処
理
組
合

と
の
交
渉
等
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

敬
老
祝
い
金
見
直
し
の
住
民
説
明

は
。

答　

各
自
治
会
長
を
通
じ
説
明
し
、　
８０

歳
４
８
０
人
、　

歳
１
５
５
人
、　

歳

９０

９９

　

人
、
１
０
０
歳
７
人
、
１
０
０
歳
以

１２上　

人
、
計
８
７
５
人
で
あ
る
。

１５
問　

老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

は
今
年
度
は
最
終
か
。

答　

今
後
の
医
療
費
の
推
移
は
分
か
ら

な
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防
策

に
は
努
め
た
い
。

 

　

平
成　

年
度　

日
置
市
国
民
健
康
保

１７

険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
３
億
６
９
６
万
９
千
円
を

追
加
。
歳
出
は
医
療
給
付
費
の
伸
び
に

よ
る
見
込
計
上
分
。
歳
入
の
基
金
繰
入

金
６
６
３
６
万
円
に
よ
り
基
金
残
高
は

２
億
１
１
４
８
万
９
千
円
と
な
る
。

　

高
医
療
費
の
国
県
指
定
を
受
け
て
お

り
、
今
後
と
も
医
療
費
抑
制
へ
の
予
防

や
検
診
の
充
実
を
と
の
意
見
。

　

平
成　

年
度　

日
置
市
老
人
保
健
医

１７

療
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
医
療
給
付
費
２

億
７
２
５
８
万
９
千
円
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
医
療
費
抑
制
の
た
め
、
元

気
老
人
づ
く
り
運
動
や
生
き
が
い
対
策

の
推
進
を
強
化
さ
れ
た
い
と
の
意
見
。

　

平
成　

年
度　

日
置
市
特
別
養
護
老

１７

人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
出
の　

万
５
千
円
は
介
護
保
険
制

３７

度
改
正
に
伴
う
ソ
フ
ト
シ
ス
テ
ム
入
替

の
た
め
の
見
込
計
上
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度　

日
置
市
介
護
保
険
特

１７

別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
６
４
０
万
１
千
円
を
追
加

し
、
総
額　

億
８
７
５
６
万
７
千
円
と

２４

す
る
。
日
置
市
直
轄
に
伴
い
決
算
繰
越

２
億
７
３
８
３
万
円
は
一
般
会
計
へ
の

繰
入
金
。

　

今
後
、
法
改
正
に
伴
い
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
円
滑
化
を
望
む
と
の
意
見
。

　

平
成　

年
度　

日
置
市
国
民
健
康
保

１７

険
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

収
入
支
出
１
１
７
６
万
６
千
円
を
減

額
し
、
常
勤
医
の
勤
務
交
替
に
よ
る
人

件
費
の
見
込
計
上
で
あ
る
。

　

特
色
を
出
し
地
域
住
民
に
親
し
ま

れ
、
健
全
運
営
を
望
む
と
の
意
見
。

　

平
成　

年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算

１７

　

農
林
水
産
業
費
に
関
わ
る
補
正
予
算

は
９
４
６
２
万
５
千
円
の
減
額
。

　

農
林
水
産
業
費
で
主
な
も
の
は
、
施

設
園
芸
原
油
価
格
高
騰
緊
急
対
策
事
業

の
多
段
式
サ
ー
モ　

台
導
入
で
伊
集
院

８８

地
域
イ
チ
ゴ
農
家　

戸
と
東
市
来
地
域

３５

イ
チ
ゴ
農
家　

戸
分
。
排
熱
回
収
機　

１３

１１

台
は
ミ
カ
ン
農
家
４
戸
分
で
あ
る
。
林

業
振
興
費
で
は
吹
上
地
域
の
林
道
舗
装

事
業
駒
田
線
で
組
替
え
に
よ
る
増
額
補

正
で
あ
る
。

　

土
木
費
に
関
わ
る
補
正
予
算
は
２
億

　

万
９
千
円
の
減
額
補
正
で
あ
る
。
主

６７な
も
の
は
、
委
託
料
の
増
額
、
工
事
請

負
費
の
大
幅
な
減
額
、
公
有
財
産
購
入

費
の
増
額
、
各
事
業
内
で
予
算
の
組
替

え
な
ど
に
伴
う
減
額
補
正
で
あ
る
。

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

農
業
者
年
金
受
給
者
数
と
年
金
加

入
者
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

答　

現
在
の
受
給
者
は
５
４
９
人
で
、

年
金
加
入
者
は　

人
で
あ
る
。

３２

問　

台
風
や
集
中
豪
雨
の
災
害
復
旧
の

進
ち
ょ
く
状
況
は
。

答　
　

年
度
は
台
風
や
豪
雨
に
よ
り
１

１７

６
０
件
の
被
害
が
あ
り
、
東
市
来　
１１

件
、
伊
集
院　

件
、
日
吉　

件
、
吹
上

１０

８９

　

件
で　

月
中
に　

件
の
入
札
予
定

５０

１２

４３

で
、
単
独
事
業
と
し
て　

件
あ
る
。
２

９８

月
い
っ
ぱ
い
で
概
ね
工
事
終
了
の
予
定

で
あ
る
。

問　

特
殊
地
下
壕
は
市
内
に
ど
れ
ぐ
ら

い
あ
る
か
。
吹
上
の
野
首
地
区
地
下
壕

の
対
策
は
。

答　

特
殊
地
下
壕
は
市
内
に
１
３
０
ヵ

所
ぐ
ら
い
あ
る
。野
首
地
区
は
長
さ　
３５

ｍ
、地
下　
�
で
あ
り
エ
ア
モ
ル
タ
ル
２

１３

９
３
立
方
メ
ー
ト
ル
を
流
し
込
む
予
定
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

コツコツ（骨々）貯めよう骨粗鬆症予防教室（吹上地域）

災害復旧工事中の現場（日吉地域）
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平
成　

年
度　

日
置
市
公
共
下
水
道

１７

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
万
６
千
円
を

増
額
し
、
予
算
の
総
額
は
５
億
３
３
３

４
万
３
千
円
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度　

日
置
市
簡
易
水
道
事

１７

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
は
予
算
内
で
調
整
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
は
変
更
な
し
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度　

日
置
市
水
道
事
業
会

１７

計
補
正
予
算

　

収
入
支
出　

万
５
千
円
を
減
額
し
、

２９

収
益
的
収
入
支
出
を
４
億
６
９
６
８
万

７
千
円
と
し
た
。

　

日
置
市
都
市
公
園
条
例
及
び
日
置
市

道
路
占
用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　

伊
集
院
地
域
パ
ー
ム
公
園
を
加
え
る

一
部
改
正
し
た
。

　

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

パ
ー
ム
タ
ウ
ン
７
路
線
と
大
田
飯
牟

礼
線
、
麓
城
倉
線
の
県
道
を
市
道
に
変

更
す
る
も
の
で
あ
る
。 

　

平
成　

年
度　

一
般
会
計
補
正
予
算

１７

教
育
委
員
会
費　
　

万
円
減

６１

事
務
局
費　

１
４
４
０
万
円
増

小
学
校
管
理
費　
　

万
円
減

８８

小
学
校
教
育
振
興
費　
　

万
円
増

５３

中
学
校
管
理
費　

１
４
８
万
円
増

中
学
校
教
育
振
興
費　

１
６
２
万
円
増

幼
稚
園
費　
　

万
円
増

８９

社
会
教
育
総
務
費　

１
２
９
９
万
円
減

公
民
館
費　

６
８
３
４
万
円
増

図
書
館
費　
　

万
円
減

５３

社
会
教
育
施
設
費　

２
８
７
万
円
増

保
健
体
育
総
務
費　

１
２
５
万
円
減

体
育
施
設
費　

１
１
１
万
円
増

給
食
セ
ン
タ
ー
費　
　

万
円
増

６８

　

質
疑
の
主
な
も
の

問　

吹
上
地
域
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
渡
航
費
不
用

残
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
帰
国
せ
ず
継
続
と
な
っ

た
の
か
。
ま
た
来
日
す
る
時
と
帰
国
す

る
時
の
旅
費
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答　

吹
上
の
場
合
、
滞
在
中
の
マ
レ
ー

シ
ア
出
身
の
国
際
交
流
員
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
と

し
て
職
種
変
更
と
な
っ
た
た
め
、
渡
航

費
用
負
担
金
が
不
用
と
な
っ
た
。
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
旅
費
等
を
含
む
事
業
の
経
費
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
方
交
付
税
に
よ
り

措
置
さ
れ
て
い
る
。

問　

本
庁
で
の
通
信
運
搬
費
の
不
用
の

説
明
を
。
消
耗
品
購
入
は
旧
町
間
で
差

が
あ
る
が
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

答　

電
話
料
が
見
込
み
よ
り
少
な
く

な
っ
た
。
本
庁
一
括
で
３
回
程
交
渉
し

て
必
ず
起
票
し
て
い
る
。
共
通
品
は
昨

年
よ
り
教
委
で
一
括
購
入
し
各
校
へ
配

分
。

問　

各
小
中
学
校
の
理
科
室
の
整
備
状

況
と
そ
の
対
策
は
。

答　

ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て
い
る
。

問　

教
育
費
国
庫
補
助
金
の
中
の
要
保

護
児
童
の
み
対
象
と
な
っ
た
意
味
は
。

ま
た
全
市
の
要
保
護
の
児
童
数
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答　

国
の
方
針
で
準
要
保
護
児
童
が
な

く
な
り
、
要
保
護
児
童
の
み
の
対
象
と

な
っ
た
。
小
学
校
要
保
護
児
童
数　
１９

人
、
準
要
保
護
児
童
数
２
８
５
人
、
中

学
校　

人
と
１
４
２
人
で
あ
る
。 

１５

問　

工
事
請
負
費
単
独
事
業
吹
上
支
所

分
の
事
業
不
用
額
の
内
訳
は
。

答　

永
吉
小
の
校
門
入
口
の
暗
き
ょ
、

和
田
小
の
校
舎
外
壁
塗
装
分
で
あ
る
。

問　

学
校
教
育
負
担
金
減
額
は
今
回
は

吹
上
の
み
か
。
ま
た
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
と
は
。

答　

保
護
者
負
担
金
を
本
庁
で
一
括
処

理
す
る
の
で
、
他
支
所
は
今
後
出
て
く

る
。
元
の
日
本
学
校
安
全
会
の
こ
と
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
職
員
は
何

名
か
。
ま
た
職
員
が
死
亡
し
た
場
合
１

億
円
の
保
障
が
あ
る
が
、
臨
時
職
員
は

ど
う
な
る
の
か
。

答　

伊
集
院
の
み
で　

名
い
る
。
公
務

１６

災
害
の
適
用
は
あ
る
が
、
死
亡
の
場
合

ど
う
な
る
か
今
後
調
査
し
て
い
く
。

問　

教
育
研
究
開
発
委
員
会
と
ス
ク
ー

リ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
説
明
を
。

答　

吹
上
地
域
の
学
校
の
代
表
者
が
課

題
を
決
め
て
協
議
し
て
解
答
を
出
す
委

員
会
で
、
教
科
部
会
で
対
応
し
た
。
今

後
一
本
化
し
た
い
。
県
か
ら
の
補
助
事

業
で
伊
集
院
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
る
が
、
市
全
体
に
広
げ
た
い
。

問　

成
人
式
の
今
回
の
内
容
と
人
数

は
。
旧
４
町
間
で
行
っ
た
運
動
会
の
状

況
反
省
点
と
来
年
度
の
予
定
は
。

答　

新
市
統
一
で
１
月
３
日
約
１
時
間

開
催
予
定
。
男
３
０
６
人
、
女
２
８
３

人
。
運
動
会
は
旧
４
町
の
実
情
が
あ
り

統
一
し
た
も
の
を
す
ぐ
に
開
け
る
状
況

で
は
な
い
。

教
育
文
化
常
任
委
員
会

合併後、初めての成人式（伊集院文化会館）
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問　

東
市
来
の
高
山
地
区
に
廃
棄
物
処

分
場
設
置
計
画
の
話
を
聞
く
。
市
長
は

ご
存
じ
か
。
考
え
を
伺
う
。

答　

旧
町
時
代
、
中
岳
地
区
で
業
者
に

よ
る
ゴ
ル
フ
場
建
設
が
予
定
さ
れ
実
施

に
至
ら
ず
、
そ
の
後
産
廃
施
設
の
話
が

あ
り
、
地
元
住
民
は
反
対
の
意
向
で
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
２
ヵ
月
ほ
ど
前
、

仲
介
者
が
来
庁
し
打
診
が
あ
っ
た
。
地

区
の
水
源
地
等
も
あ
る
の
で
、
そ
の
考

え
は
無
い
と
伝
え
た
。

問　

市
民
の
健
康
維
持
増
進
、
総
合
的

な
福
祉
を
考
え
た
と
き
、
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー

ル
・
湯
之
元
球
場
・
運
動
公
園
・
こ
け

け
ド
ー
ム
・
江
口
海
浜
公
園
を
結
び
、

江
口
浜
荘
を
中
心
に
、
温
泉
を
活
用
し

た
市
民
の
憩
い
の
場
の
利
用
促
進
を
図

る
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
は
。

答　

老
朽
化
で
営
繕
費
が
か
か
る
。
現

在
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
、
施
設

の
概
要
、
管
理
運
営
に
か
か
わ
る
調
書

等
を
作
成
中
で
、
検
討
委
員
会
や
行
政

改
革
委
員
会
、
議
会
の
意
見
を
聞
き　
１８

年
度
で
方
針
を
決
め
る
。

問　

東
市
来
よ
り
伊
集
院
中
心
部
へ
の

市
道（
田
代
〜
下
神
殿
〜
郡
〜
猪
鹿
倉
）

（
美
山
〜
野
田
）（
梅
木
・
自
在
ヶ
原

〜
野
田
国
道
３
号
）
各
線
の
新
設
、
改

良
工
事
の
見
通
し
を
伺
う
。

答　

道
路
改
良
に
は
交
付
金
、
起
債
事

業
等
有
利
な
財
源
確
保
を
し
な
が
ら
、

年
次
的
に
事
業
実
施
し
て
い
る
。
３
路

線
に
つ
い
て
は
旧
町
間
を
結
ぶ
路
線

で
、
合
併
特
例
債
の
活
用
等
、
状
況
を

見
な
が
ら
年
次
的
に
進
め
る
。

問　

湯
之
元
球
場
下
の
跨
道
橋
が
完
成

間
近
で
あ
る
。
双
方
へ
の
市
道
の
改
良

事
業
の
見
通
し
を
伺
う
。

答　

市
道
湯
之
元
山
田
線
の
諏
訪
神
社

ま
で
３
５
０
ｍ
、
４
割
弱
の
用
地
を
買

収
済
み
。そ
れ
と
平
行
し
、
事
業
を
進

め
る
。旧
国
道
へ
も
交
通
量
の
増
加
が
見

込
ま
れ
、
市
有
地
も
あ
り
勾
配
面
で
厳

し
さ
も
あ
る
が
、
事
業
を
進
め
た
い
。

問　

旧
町
よ
り
引
き
継
い
だ
事
業
で
、

広
く
拡
げ
ら
れ
た
ら
と
い
う
視
点
で
大

切
な
環
境
と
少
子
化
の
対
策
を
伺
う
。

　

東
市
来
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
花
で
観
光
と
養
蜂
、
油
は
希
少
な

食
用
油
、
搾
り
カ
ス
は
飼
料
や
肥
料
、

廃
油
は
石
け
ん
や
燃
料
と
し
て
、
自
立

し
た
地
域
資
源
循
環
と
地
産
地
消
を
進

め
、
環
境
汚
染
を
防
ぐ
。
米
の
転
作
や

遊
休
地
利
用
で
広
く
取
り
組
め
な
い

か
。

答　

田
代
地
区
で
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
排
水
対
策
や
農
地
整
備
が
必
要
。

モ
デ
ル
地
区
の
経
過
を
見
て
い
き
た

い
。

問　

コ
ン
テ
ナ
収
集
に
廃
油
の
回
収
を

加
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

コ
ン
テ
ナ
収
集
は
モ
デ
ル
地
区
で

や
っ
て
お
り
、
４
月
か
ら
全
面
実
施
。

収
集
状
況
が
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
現

状
で
は
難
し
い
。

問　

日
置
市
次
世
代
育
成
計
画
は
。

答　

旧
町
の
計
画
等
を
生
か
し
て
協
議

会
で
検
討
し
、
３
月
末
に
策
定
予
定
。

問　

吹
上
「
子
育
て
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル

一 般 質 問

１２月定例会では２０名の議員が登壇し、日置市の未来を見据え質問を行いました。

より良い市政を目指して

重
水　

富
夫　

議
員

産
廃
施
設
設
置
の
考
え
は

西
薗　

典
子　

議
員

菜
の
花
で
資
源
循
環
型
社
会
づ
く
り

と
次
世
代
育
成
支
援
に
つ
い
て

湯之元球場下の跨道橋
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問　

基
本
的
な
考
え
お
よ
び
財
政
計
画

と
重
点
政
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答　

歳
入
に
つ
い
て
は
市
税
、
国
県
支

出
金
、
地
方
債
な
ど
財
源
の
確
保
を
図

り
、
歳
出
に
つ
い
て
は
効
率
的
な
施
策

の
展
開
を
進
め
る
。

　
　

年
度
は
歳
入
減
が
予
想
さ
れ
る
。

１８
歳
出
は
公
債
費
の
償
還
の
増
額
が
見
込

ま
れ
、　

年
度
と
比
較
し
て
全
般
の
削

１７

減
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

合
併
後
の
４
地
域
間
の
均
衡
あ
る
発

展
が
重
要
。
区
画
整
理
事
業
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
な
ど
継
続
事
業
は
き

ち
ん
と
や
っ
て
い
く
。
ま
た
市
民
に
対

し
て
も
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

よ
う
整
備
す
る
。

問　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
と
行
財
政

改
革
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

改
正
議
案
を
３
月
議
会
に
上
程

し
、
業
者
の
公
募
を
行
い
、
そ
の
次
の

議
会
で
指
定
議
案
を
上
程
、　

年
９
月

１８

か
ら
開
始
す
る
。

　

住
民
、
民
間
と
の
協
同
に
よ
る
効
率

性
と
透
明
度
の
高
い
行
政
づ
く
り
を
推

進
し
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、

旧
４
町
の
一
体
感
を
目
指
し
、
市
民
本

位
の
歳
出
提
供
を
す
る
。

問　

神
之
川
水
系
総
合
治
水
対
策
の
進

ち
ょ
く
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

神
之
川
河
口
部
の
用
地
補
償
事
業

が
進
行
中
。
現
在
、
測
量
・
用
地
買
収

に
取
り
か
か
っ
て
お
り
、
伊
集
院
市
街

地
に
お
い
て
は　

年
度
に
調
査
事
業
を

１８

実
施
す
る
。
一
日
も
早
い
事
業
完
成
に

向
け
、
県
へ
の
整
備
促
進
を
強
く
要
望

し
、
予
算
の
獲
得
に
努
力
す
る
。

問　

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
具
体
的

な
取
り
組
み
を
集
中
的
に
実
施
す
る
た

め
の
計
画
の
基
本
構
想
や
公
表
は
。

答　

行
財
政
改
革
の
最
優
先
課
題
は
定

員
適
正
化
計
画
に
よ
る
職
員
数
の
抑
制

や
業
務
委
託
に
よ
る
官
民
一
体
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
あ
る
。
現

在
、
行
政
改
革
推
進
本
部
の
専
門
部
会

で
、
事
務
事
業
の
再
編
・
整
理
・
廃

止
・
統
合
、
民
間
委
託
の
推
進
、
定
員

管
理
と
給
与
の
適
正
化
等
、
行
政
改
革

大
綱
の
行
動
計
画
策
定
の
た
め
数
値
目

標
等
を
検
討
し
、
今
年
度
中
に
公
表
し

て
い
く
。

問　

定
員
管
理
の
適
正
化
や
職
員
の
資

質
向
上
、
専
任
職
員
の
充
実
は
。

答　

平
成　

年
度
か
ら
５
年
間
で
職
員

１７

数　

人
の
削
減
と
退
職
勧
奨
制
度
の
導

８０
入
を
実
施
す
る
。
若
い
職
員
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
提
案
制
度
や
専
任

職
員
の
配
置
等
は
十
分
検
討
し
て
い

く
。

問　

島
津
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
中
世
か

ら
近
世
時
代
の
日
本
史
的
役
割
（
鉄
砲

伝
来
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
、
明
治
維
新

　

年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

１８

パ
ー
派
遣
」
事
業
は
、
出
産
前
後
や
病

気
等
で
乳
幼
児
の
世
話
が
困
難
な
家
庭

を
助
け
る
意
義
あ
る
制
度
で
あ
る
。
日

置
市
内
に
広
げ
て
は
ど
う
か
。

答　

利
用
が
限
定
さ
れ
実
績
が
少
な

か
っ
た
。
内
容
や
Ｐ
Ｒ
等
検
討
し
実
態

を
把
握
し
て
、
委
託
先
と
も
十
分
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

子
育
て
不
安
の
解
消
や
親
の
連
携

な
ど
、
地
域
の
子
育
て
基
盤
づ
く
り
の

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
充
実
は
。

答　

伊
集
院
と
東
市
来
の
保
育
園
に

１
ヵ
所
ず
つ
あ
る
。
吹
上
・
日
吉
地
域

に
も
必
要
。
補
助
金
等
は
事
業
者
が
選

択
し
て
申
請
す
る
。

佐
藤　

彰
矩　

議
員

長
野
瑳
や
子　

議
員

行
政
改
革
へ
の
取
組
み
と
歴
史
と
文

化
を
活
か
す
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

菜の花畑 

収穫 

搾油 

油かす 

完全完熟堆肥 
「おかえり環ちゃん」 

堆肥化 

飼料化 家畜のえさ 

廃油回収 学校や福祉給食 
及び各家庭で利用 ヤッタネ！菜ッタネ！ 菜の花エコ 

石けん製造 
精製処理 

ふんの利用 

生ごみの回収及び 
収集車の燃料 

農耕者のディーゼル 
燃料 

生ごみ１：草木４で 
堆肥の製造 

大崎町菜の花プロジェクトで生産したナタネ油（ヤッタネ菜ッタネ）

まちづくり交付金事業「伊集院ドーム」完成予想図
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問　

妙
円
寺
地
区
公
民
館
（
妙
円
寺
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
）
が
、
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
事
業
に
よ
り
平
成　

年
度
に
建

２０

設
計
画
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過

と
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

答　

平
成　

年
度
ま
で
に
用
地
を
取
得

１７

す
る
計
画
で
あ
り
、　

月
議
会
に
お
い

１２

て
土
地
購
入
費
と
し
て
６
９
０
０
万
円

を
予
算
計
上
し
た
。

　

今
後
の
進
め
方
と
し
て
、
平
成　

年
１８

度
に
造
成
工
事
が
で
き
る
よ
う
国
に
対

し
て
計
画
変
更
を
要
望
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

問　

妙
円
寺
団
地
の
旧
中
学
校
予
定
地

２
７
８
３
０
平
方
メ
ー
ト
ル
が
不
要
地

と
な
り
、
昭
和　

年
の
団
地
造
成
か
ら

５４

　

年
間
空
地
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

２６が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

答　

公
共
事
業
用
地
や
大
学
誘
致
等
を

模
索
し
た
経
緯
は
あ
る
が
、
県
住
宅
公

社
と
し
て
も
広
大
な
土
地
用
途
に
苦
慮

し
て
い
る
。

　

用
途
変
更
に
つ
い
て
地
域
説
明
会
を

実
施
し
た
が
、
目
的
が
は
っ
き
り
し
た

こ
と
で
あ
れ
ば
用
途
変
更
も
構
わ
な
い

が
、
用
途
の
使
途
が
は
っ
き
り
し
な
い

の
で
、
今
後
も
市
と
し
て
土
地
の
有
効

利
用
を
図
る
た
め
に
、
県
住
宅
公
社
と

十
分
協
議
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　

県
住
宅
公
社
も
販
売
促
進
に
努
力

し
て
い
る
と
思
う
が
、
環
境
面
か
ら
し

て
問
題
解
決
ま
で
一
坪
菜
園
を
望
む
声

が
あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

答　

画
期
的
な
よ
い
考
え
で
あ
る
が
、

広
大
な
土
地
に
莫
大
な
資
金
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
一
坪
菜
園
に
す
る
に
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

等
）
に
大
き
く
係
わ
る
日
新
公
精
神
を

軸
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
で

日
置
市
の
歴
史
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

観
光
活
性
化
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

日
置
市
の
豊
か
な
文
化
、
歴
史
遺

産
、
温
泉
や
自
然
の
活
用
展
開
を
図
り

観
光
を
推
進
し
、
観
光
連
盟
と
の
連
携

も
図
る
必
要
が
あ
る
。
大
河
ド
ラ
マ
誘

致
は
日
置
市
と
し
て
で
な
く
、
鹿
児
島

県
で
展
開
す
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
へ
も
要
望
し
て
い
く
。

問　

歴
史
家
に
よ
る
日
新
公
を
中
心
と

し
た
中
世
島
津
の
偉
業
を
た
た
え
る
本

の
制
作
は
。

答　

日
新
公
顕
彰
会
を
中
心
に
官
民
一

緒
に
展
開
で
き
た
ら
と
考
え
る
。

問　

は
り
・
灸
の
補
助
を
旧
伊
集
院
町

の
８
０
０
円
の　

回
に
戻
し
て
。

４５

答　

旧
４
町
を
調
整
し
８
０
０
円
の　
３０

回
に
し
た
。　

年
度
の
実
績
が
平
均

１６

　

・
５
枚
。　

回
使
い
切
っ
た
人
が

１３

４５

５
・
６
％
。
当
分
こ
の
ま
ま
で
い
く
。

　

・　

年
度
の
実
績
を
み
て
、
今
後
検

１７

１８

討
す
る
。

問　

平
和
宣
言
都
市
復
活
を
。
県
下　
９６

市
町
村
と
県
、
全
て
が
平
和
宣
言
を
し

て
い
た
が
、
合
併
で
新
市
に
な
っ
て
調

整
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
市
長
は
こ
の

こ
と
を
ど
う
思
う
か
。

答　

市
民
憲
章
や
市
歌
な
ど
作
っ
た
あ

と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宣
言
を
し
て
い

く
。
来
年
度
、
当
局
と
議
会
が
論
議
し

て
、
制
定
し
て
い
く
。

問　

有
事
法
制
は
、
戦
争
放
棄
を
う
た

う
平
和
憲
法
の
原
則
と
相
い
れ
な
い
戦

争
立
法
で
あ
る
。

　

２
０
０
３
年
に
こ
の
法
案
が
成
立

し
、
国
民
保
護
と
い
う
名
で
国
・
県
・

市
町
村
が
戦
争
準
備
の
具
体
化
を
進
め

て
い
る
。
今
ど
こ
ま
で
指
示
が
き
て
い

る
か
。

答　

国
民
保
護
計
画
を
県
が　

年
度
、

１７

市
町
村
は　

年
度
制
定
し
て
い
く
。
各

１８

自
治
体
に
国
民
保
護
協
会
を
つ
く
る
。

メ
ン
バ
ー
は
助
役
・
教
育
長
・
消
防
長
・

自
衛
隊
・
県
・
市
職
員
等
。

鶴
園　

秋
男　

議
員

妙
円
寺
団
地
の
活
性
化
策
に

つ
い
て

問　

む
し
ぶ
ろ
状
態
の
教
室
で
、
頭
が

ポ
ー
ッ
と
な
る
子
ど
も
の
こ
と
を
考

え
、
学
習
し
や
す
い
環
境
を
。
１
学
級

に
４
基
、
市
内
全
校
で
３
３
７
万
円
で

で
き
る
。
教
育
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　

人
間
は
環
境
に
対
応
し
て
、
体
の

機
能
を
う
ま
く
調
節
し
て
生
き
て
い
く

こ
と
が
大
切
。
体
の
機
能
を
十
分
使
わ

せ
て
育
て
た
方
が
よ
い
。
今
の
と
こ
ろ

は
扇
風
機
設
置
は
考
え
な
い
。
日
吉
中

は
つ
い
て
い
る
。

小
・
中
学
校
普
通
学
級
に

扇
風
機
設
置
を坂

口
ル
リ
子　

議
員教室に設置されている扇風機（いちき串木野市生福小）

日新公　　
　　　肖像
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問　

各
課
、
旧
町
時
代
と
の
違
い
も
あ

り
職
員
に
戸
惑
い
も
感
じ
ら
れ
る
が
。

答　

慣
れ
な
い
事
態
も
あ
り
戸
惑
い
も

見
え
る
が
、
関
係
課
で
協
議
を
始
め
て

い
る
。

問　

本
庁
と
支
所
の
職
員
数
は
適
正

か
。

答　

想
定
外
の
部
署
も
あ
り
、
実
態
に

合
わ
せ
て
今
後
是
正
し
て
い
く
。

問　

職
員
の
人
事
管
理
は
ど
こ
で
、
勤

務
評
定
は
誰
が
行
う
の
か
。

答　

総
務
課
の
人
事
係
で
す
べ
て
把
握

し
、
評
定
は
各
課
長
が
職
員
を
、
部
長

と
課
長
は
助
役
と
市
長
で
行
う
。

問　

正
当
な
勤
務
評
定
こ
そ
職
員
の
や

る
気
を
引
き
出
す
が
。

答　

来
年
度
か
ら
昇
任
試
験
を
実
施

し
、
学
科　

点
、
面
接
を
含
め
た
人
間

４０

性
の
評
価
を　

点
と
し
、
外
部
に
も
面

６０

接
委
員
を
お
願
い
し
た
い
。

問　

来
年
か
ら
の
障
害
者
自
立
支
援
法

に
不
安
を
抱
く
市
民
も
い
る
が
。

答　

市
は
住
民
に
最
も
身
近
で
あ
り
、

市
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
態
勢
を
と

る
。

問　

１
割
負
担
の
軽
減
措
置
を
受
け
ら

れ
る
市
民
の
割
合
は
ど
う
か
。

答　

大
方
が
対
象
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

問　

救
急
体
制
の
確
立
の
た
め
の
方
策

と
、
レ
ス
ポ
ン
ス
時
間
（
通
報
か
ら
到

着
ま
で
か
か
る
時
間
）の
差
は
ど
う
か
。

答　

救
急
救
命
士
の
育
成
を
強
化
す

る
。
レ
ス
ポ
ン
ス
時
間
は
目
標
を
５
分

と
し
て
い
る
が
、
実
際
は
８
分
平
均
で

あ
り
最
長　

分
の
地
域
も
あ
る
。

２０

問　

高
齢
者
の
元
気
づ
く
り
支
援
事
業

の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　

異
世
代
交
流
に
よ
る
「
知
恵
の
活

用
」
と
、
市
内
５
つ
の
物
産
館
を
生
か

し
た
「
食
と
農
」
の
生
き
が
い
づ
く
り

を
通
じ
支
援
し
て
い
く
。

新
市
の
仕
事
内
容
は
最
善
か
。
職
員

の
意
識
高
揚
は
図
ら
れ
て
い
る
か
。

池
満　
　

渉　

議
員

問　

自
治
会
再
編
の
今
後
の
方
針
は
。

答　

再
編
基
準
は
１
自
治
会
１
０
０
世

帯
程
度
が
望
ま
し
い
。

問　

市
民
と
行
政
の
協
働
の
た
め
、
市

職
員
の
地
区
担
当
制
や
地
区
ま
ち
づ
く

り
予
算
会
議
を
設
置
す
る
べ
き
で
は
。

答　
　

年
度
か
ら
職
員
の
地
区
担
当
制

１８

を
実
施
す
る
。
今
後
総
務
課
で
班
編
成

を
考
え
る
。
ま
ち
づ
く
り
予
算
会
議
は

旧
町
単
位
の
地
域
審
議
会
と
は
別
に
、

　

小
学
校
区
の
地
区
公
民
館
機
能
を
強

２０化
し
、
地
域
住
民
や
各
自
治
会
か
ら
の

要
望
を
集
約
す
る
形
で
行
い
た
い
。
旧

町
で
地
区
公
民
館
制
度
が
な
い
所
も
あ

り
、　

年
度
以
降
に
整
備
を
図
る
。

１８

問　

昭
和　

年
代
建
築
の
老
朽
校
舎
が

３０

伊
集
院
に
３
校
、
吹
上
に
１
校
あ
る
。

学
校
は
生
徒
の
人
命
を
守
り
、
災
害
時

避
難
場
所
の
機
能
を
持
つ
。
耐
震
診

断
・
耐
力
度
調
査
の
実
施
、
改
築
・
改

修
に
よ
る
耐
震
化
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

答　

現
在
の
耐
震
基
準
（
昭
和　

年
）

５６

前
の
校
舎
が　

棟
あ
り
、
耐
震
診
断
実

７０

施
率
は　

％
。　

年
度
は
伊
集
院
小
８

２５

１８

棟
、
伊
集
院
北
小
４
棟
実
施
し
、
今
後

市
民
と
行
政
の
協
働
制
度
確
立
と

学
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

出
水
賢
太
郎　

議
員

年　

棟
ペ
ー
ス
で
進
め
る
。
老
朽
校
舎

１０
の
改
築
・
改
修
は
、
伊
集
院
中
が
来
年

度
予
算
で
改
築
予
定
。
そ
の
他
は　

・
１８

　

年
度
で
耐
力
度
調
査
を
行
い
、
総
合

１９計
画
の
中
で
年
次
的
に
整
備
を
進
め

る
。

問　

子
ど
も
が
犠
牲
に
な
る
事
件
が
多

い
。
通
学
路
の
整
備
、
交
通
安
全
・
防

犯
対
策
を
よ
り
一
層
進
め
る
べ
き
で

は
。

答　

携
帯
用
防
犯
ブ
ザ
ー
は
旧
町
で
配

布
に
差
が
あ
り
、　

年
度
予
算
で
市
内

１８

全
児
童
に
行
き
渡
る
よ
う
に
す
る
。
通

学
路
マ
ッ
プ
見
直
し
も
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
お
願
い
し
た
。
歩
道
拡
幅
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
・
街
灯
設
置
は
、
地
権
者
や
道

路
管
理
者
と
協
議
し
解
決
し
て
い
く
。

待機中の消防車と救急車（日置市消防本部）

耐震化が急がれる老朽校舎（伊集院北小）
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化
槽
の
積
極
的
な
推
進
方
策
の
考
え
は

な
い
か
。

答　

現
在
、
県
内
で
国
庫
補
助
を
超
え

て
補
助
す
る
自
治
体
が　

市
町
村
、
単

２１

独
浄
化
槽
切
り
替
え
に
上
乗
せ
す
る
自

治
体
が　

市
町
村
あ
る
。

１６

　

本
市
も
平
成　

年
度
に
財
政
を
考
慮

１８

し
な
が
ら
、
下
水
道
と
同
じ
よ
う
に
市

が
管
理
し
て
い
く
か
、
新
設
置
者
に
上

乗
せ
し
て
い
く
の
か
、
単
独
浄
化
槽
設

置
か
ら
合
併
浄
化
槽
切
り
替
え
者
に
上

乗
せ
す
る
の
か
、
よ
く
検
討
し
て
、
平

成　

年
度
か
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
。

１９

年
の
完
成
と
供
用
開
始
に
な
る
。

問　

揚
水
場
所
、
取
水
方
法
は
決
ま
っ

て
い
る
の
か
。

答　

１
５
０
ミ
リ
パ
イ
プ
２
本
で

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
（
貯
水
池
）
に
揚
げ

る
。
揚
水
場
所
は
決
ま
っ
て
い
る
。

問　

地
元
、
草
原
地
区
で
の
説
明
会
は

今
後
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　

地
域
住
民
と
話
し
合
い
、
事
業
の

推
進
を
図
っ
て
い
く
。

問　

幅
広
く
利
用
方
法
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

県
の
耕
地
事
務
所
と
も
協
議
し
、

見
直
し
も
必
要
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等

も
行
う
。

問　

導
水
管
の
工
事
だ
け
で
な
く
、
受

水
施
設
の
整
備
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　

排
水
施
設
・
揚
水
工
事
・
た
め
池

の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問　

受
益
面
積
の
確
保
は
で
き
て
い
る

の
か
。

答　

水
田
と
畑
で
２
９
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
あ
る
。
吉
利
の
地
権
者
の
同
意
が
難

し
い
。

問　

日
吉
地
域
の
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

日
吉
地
域
は
大
き
な
河
川
も
な

く
、
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
、

十
分
な
水
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

　

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
を
通
し

て
、
新
規
水
源
と
な
る
神
之
川
か
ら
の

導
水
に
よ
り
地
域
内
の
用
水
不
足
の
抜

本
的
な
改
善
を
行
う
。
作
物
の
生
産
性

お
よ
び
品
質
の
向
上
、
農
業
経
営
の
省

力
化
・
合
理
化
を
図
り
、
後
継
者
を
育

て
、
土
地
や
自
然
を
守
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
る
。

問　

工
事
完
成
と
供
用
開
始
は
い
つ
頃

に
な
る
の
か
。

答　

２
年
ほ
ど
遅
れ
、
と
も
に
平
成　
２０

日
吉
地
域

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
つ
い
て

成
田　
　

浩　

議
員

問　

市
内
ど
こ
に
住
ん
で
も
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
は
、
ま
ず
生
活
環
境
の

整
備
。
す
な
わ
ち
道
路
網
・
通
信
・
上

下
水
道
・
浄
化
槽
の
普
及
は
極
め
て
重

要
課
題
で
あ
る
。
現
在
旧
町
ご
と
の
下

水
道
・
集
落
排
水
・
小
型
合
併
浄
化
槽

の
進
ち
ょ
く
状
況
を
伺

う
。

答　
　

年
度
末
の
進
ち
ょ

１６

く
率
は
、
市
全
体
で
は　
６２

％
。
東
市
来　

％
、
伊
集

３６

院　

％
、
日
吉　

％
、
吹

８５

５２

上　

％
と
な
っ
て
い
る
。

４６
問　

全
国
お
よ
び
鹿
児
島

県
の
状
況
も
伺
う
。

答　

全
国
平
均
は　

％
、

７９

県
平
均
は　

％
で
あ
る
。

５８

問　

古
く
か
ら
の
単
独
浄

化
槽
の
設
置
の
状
況
は
。

答　

３
７
８
７
基
と
な
っ

て
い
る
。

問　

生
活
環
境
整
備
の
面

か
ら
雑
排
水
を
垂
れ
流
さ

な
い
、
き
れ
い
な
河
川
を

取
り
戻
す
た
め
、
合
併
浄

生
活
環
境
の
整
備
促
進
に
つ

い
て
伺
う

田
丸　

武
人　

議
員

合併浄化槽の設置イメージ図

県営かんがい排水事業
導水管工事の様子
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問　

日
置
市
の
高
齢
化
率
が　

％
と
４

２７

人
に
１
人
が
高
齢
者
で
あ
る
。
今
後
の

医
療
費
負
担
を
考
え
れ
ば
、
医
療
費
の

削
減
が
必
要
で
あ
る
。
日
置
市
の
国
民

健
康
保
険
会
計
の
現
状
は
ど
う
な
の

か
。
厚
生
労
働
省
は
医
療
費
を
減
ら
す

対
策
と
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を

強
化
す
る
と
い
う
。
市
と
し
て
も
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

国
保
世
帯
が
年
々
増
加
し
、
１
人

当
た
り
の
医
療
費
が　

万
円
に
な
り
、

５３

厳
し
い
国
保
会
計
が
続
く
。
国
保
基
金

の
取
り
崩
し
が
続
い
て
い
る
。

　

市
民
に
対
し
て
も
健
康
情
報
や
健
康

相
談
、
健
康
教
室
な
ど
を
開
き
生
活
習

慣
病
対
策
を
し
た
い
。

問　

生
活
習
慣
病
対
策
は
住
民
の
協
力

が
必
要
で
あ
る
。
現
在
、
日
置
市
で
は

管
理
栄
養
士
は
正
規
の
雇
用
で
は
な
く

嘱
託
職
員
で
あ
る
。
生
活
習
慣
病
予
防

の
啓
発
・
食
育
指
導
な
ど
重
要
で
あ
る
。

い
ち
き
串
木
野
市
は
正
規
職
員
と
し
て

研
修
等
も
受
け
て
い
る
。
日
置
市
と
し

て
も
正
規
職
員
と
し
て
配
置
で
き
な
い

か
。

答　

職
員
の
専
門
職
に
つ
い
て
は
、
今

後
充
当
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
年
次
的
に
計
画
し
た
い
。

問　

行
政
改
革
推
進
委
員
を
設
置
し

て
、
指
定
管
理
者
制
度
（
民
間
委
託
）

の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

導
入
に
あ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
職
員
の
失
業
な
ど

も
予
想
さ
れ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

答　

財
務
会
計
制
度
部
会
、
行
政
制
度

改
善
部
会
な
ど
を
た
た
き
台
に
し
て
、

十
分
検
討
し
て
進
め
た
い
。 

問　

湯
之
元
地
区
の
再
整
備
と
、
吹
上

温
泉
街
の
再
開
発
は
ど
の
よ
う
な
方
針

を
も
っ
て
進
め
る
か
。
ま
た
薩
摩
焼
、

日
本
三
大
砂
丘
の
吹
上
浜
、
さ
つ
ま
湖

周
辺
、
湯
之
元
温
泉
、
吹
上
温
泉
と
の

周
遊
性
を
生
か
し
た
振
興
策
が
必
要
と

思
う
が
。

答　

湯
之
元
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画

や
魅
力
あ
る
街
並
み
整
備

で
温
泉
街
の
風
情
を
も
つ

町
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
。
吹
上
温
泉
に
つ
い
て

は
、
町
づ
く
り
の
基
本
方

針
を
尊
重
し
て
進
め
て
い

く
。

問　

商
業
者
（
小
売
店
）

は
大
型
店
に
押
さ
れ
青
息

吐
息
の
状
況
で
あ
る
。
現

状
の
商
店
街
を
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
や
市
の

行
事
で
の
賞
品
、
日
当
等

や
敬
老
祝
い
金
に
商
工
会

の
商
品
券
を
活
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

生
活
習
慣
病
対
策
と
指
定
管

理
者
制
度
の
考
え
に
つ
い
て

観
光
・
商
店
街
振
興
と

間
伐
・
木
材
需
要
に
つ
い
て

松
尾　

公
裕　

議
員

坂
口　

洋
之　

議
員

答　

現
状
が
非
常
に
厳
し
い
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
商
工
会
は
平
成　

年
４

１９

月
合
併
を
目
標
に
し
て
い
る
。
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
や
他
の
商
品
券
に
つ
い
て

は
商
工
会
で
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

問　

森
林
の
持
つ
重
要
な
機
能
の
た
め

に
間
伐
の
推
進
が
必
要
と
思
う
が
。

「
地
材
地
建
」
に
対
し
て
支
援
は
で
き

な
い
か
。
公
共
事
業
へ
の
推
進
は
で
き

な
い
か
。

答　

平
成　

年
〜　

年
に
か
け
て
緊
急

１７

１９

間
伐
３
ヵ
年
計
画
で
、
１
７
４
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
計
画
し
て
い
る
。
地
材
地
建

を
促
進
す
る
た
め
地
域
材
を
公
営
住
宅

に
も
活
用
し
て
い
る
。

再整備が望まれる湯之元商店街

食から学ぶ健康セミナー（伊集院地域）
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ク
を
構
築
し
、
将
来
的
に
は
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
網
の
整
備
に
活
用
し
た
い
。

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
と
の
関
係
で
は
、
こ

の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
当
初
の
加
入
負

担
金
テ
レ
ビ
使
用
料
が
か
か
る
が
、
加

入
す
れ
ば
、
コ
ン
バ
ー
タ
を
取
り
付
け

る
だ
け
で
全
て
の
家
庭
で
ア
ン
テ
ナ
が

不
要
に
な
り
、
共
聴
施
設
そ
の
も
の
も

不
要
に
な
る
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
の
整
備
を
ま
ち

づ
く
り
計
画
で
も
全
面
に
出
し
、
早
く

整
備
を
行
い
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
み
れ
る

よ
う
取
り
組
む
。

問　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
に
関
連
す
る
勧
誘
活
動
が
活
発

に
な
り
様
々
な
情
報
が
交
錯
し
誤
っ
た

判
断
を
し
か
ね
な
い
。
電
気
店
・
電
機

工
事
会
社
と
の
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防

ぐ
た
め
に
も
早
期
説
明
・
広
報
が
必
要

と
考
え
る
が
対
応
を
伺
う
。

答　

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
整
備
事
業
・
総

合
計
画
の
決
定
状
況
を
踏
ま
え
て
早
々

に
説
明
会
等
を
開
催
し
た
い
。

問　

旧
日
吉
町
・
吹
上
町
で
取
り
組
ん

で
き
た
地
域
主
体
の
遊
休
農
地
を
生
か

し
た
ミ
ニ
団
地
は
、
低
価
格
で
建
設
さ

れ
地
域
の
過
疎
対
策
や
活
性
化
に
大
き

く
反
映
さ
れ
て
き
た
。
時
代
の
ニ
ー
ズ

も
激
し
く
変
動
す
る
近
年
、
定
住
者
の

農
村
地
域
に
求
め
る
意
向
も
変
化
し
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の
見
直
し

と
市
内
の
過
疎
地
域
の
対
策
と
し
て
今

後
も
継
続
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

過
疎
対
策
と
し
て
の
定
住
促
進
は

重
要
か
つ
必
要
な
事
で
あ
る
が
、　

区
１２

画
残
っ
て
い
る
吹
上
地
域
の
団
地
に
つ

い
て
は
、
旧
町
の
条
例
を
引
き
継
い
で

い
る
。
早
期
に
貸
付
処
分
し
た
上
で
、

他
に
も
要
望
が
あ
る
と
思
う
の
で
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問　

月
額
坪
１
０
０
円
の
借
地
料
は
魅

力
だ
が
、
①
市
内
・
市
外
を
問
わ
ず
対

象
者
を
許
可
し
て
欲
し
い
。
②
店
舗
付

住
宅
も
許
可
し
て
欲
し
い
。（
地
域
も

便
利
に
な
る
の
で
は
な
い
か
）
③
年
齢

条
件
を
撤
廃
し
、
家
族
の
あ
る
人
に
は

優
遇
策
を
考
え
規
制
緩
和
し
て
欲
し

い
。
と
の
声
が
あ
る
が
、
市
長
の
考
え

は
ど
う
か
。

答　

地
域
審
議
会
で
要
望
に
つ
い
て
は

地
域
の
実
情
に
照
ら
し
、
制
度
の
目
的

を
図
ら
れ
る
要
望
で
あ
る
か
論
議
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
上
で
、
市
と
し

て
も
前
向
き
に
対
応
し
、
地
域
内
に
若

者
が
残
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
目
的

は
十
分
達
せ
ら
れ
る
と
考
え
る
。
過
疎

対
策
と
し
て
定
住
促
進
に
つ
い
て
は
、

あ
る
程
度
柔
軟
な
姿
勢
で
取
り
組
み
た

い
。

過
疎
対
策
と
し
て
ミ
ニ
住
宅

団
地
の
継
続
と
規
制
緩
和
を

大
園　

貴
文　

議
員

問　

来
年　

月
か
ら
鹿
児
島
で
も
地
上

１２

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
予
定
で
あ
り
、

平
成　

年
７
月
に
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が

２３

停
止
し
、
現
状
の
ま
ま
で
は
テ
レ
ビ
を

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
面
も
想
定
さ

れ
る
。
個
人
的
に
対
応
で
き
る
地
域
も

あ
れ
ば
、
難
視
聴
地
域
の
た
め
、
共
同

受
信
施
設
を
設
け
て
対
応
し
て
い
る
地

域
も
あ
る
。
本
市
の
様
々
な
状
況
に
ど

の
様
な
整
合
性
の
あ
る
方
針
で
臨
む
の

か
。

答　

本
市
が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

市
内
の
公
共
施
設
・
小
中
学
校
や
地
区

公
民
館
等
を
結
ぶ
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
基
盤
施
設
整
備
事
業
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

上
園　

哲
生　

議
員

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

対
応
に
つ
い
て

吹上地域のミニ住宅団地

現況のテレビ　　　　
　　共同受信アンテナ

（吹上地域）
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問　

旧
吹
上
町
で
作
成
し
て
い
た
集
落

振
興
計
画
と
同
様
の
計
画
を
作
っ
て

は
。

答　

基
本
的
に
は
市
内　

の
小
学
校
区

２０

の
地
区
公
民
館
毎
に
、
振
興
計
画
を

作
っ
て
頂
き
、
毎
年
の
予
算
に
反
映
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問　

本
市
職
員
の
給
与
等
の
適
正
化
を

ど
う
実
行
し
て
い
く
つ
も
り
か
。

答　

国
の
人
事
院
勧
告
、
県
人
事
委
員

問　

商
工
会
の
合
併
も
平
成　

年
度
に

１９

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
日

置
市
の
商
工
業
の
あ
り
方
、
課
題
、
ま

た
低
迷
し
て
い
る
商
店
街
の
活
性
化

と
、
そ
れ
に
伴
う
他
と
比
較
し
て
低
い

水
準
の
補
助
金
の
問
題
を
ど
う
考
え
る

か
。

答　

各
地
域
の
中
心
商
店
街
は
地
域
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か

し
、
道
路
体
系
の
変
化
・
大
型
店
の
出

店
等
で
消
費
者
動
向
が
変
化
し
て
い
る

現
状
で
あ
る
。
経
営
改
善
普
及
支
援
事

業
・
共
通
商
品
券
補
助
事
業
で
活
性
化

で
き
る
よ
う
実
施
し
て
い
る
。
行
政
と

民
間
が
お
互
い
の
知
恵
と
活
力
を
生
か

し
て
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

問　

市
庁
舎
へ
の
物
品
納
入
の
件
で
、

市
外
か
ら
の
納
入
が
多
い
こ
と
に
つ
い

て
も
っ
と
市
内
の
比
率
を
増
や
す
べ
き

で
は
な
い
の
か
。

答　

数
字
か
ら
見
る
と
以
前
と
比
べ
て

市
内
の
比
率
は
増
え
て
い
る
。
価
格
競

争
も
あ
る
が
、
地
元
業
者
の
育
成
を
視

門
松　

慶
一　

議
員

商
工
業
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
商

店
街
の
活
性
化
問
題
に
つ
い
て

野
に
入
れ
て
い
き
た
い
。

問　

商
工
業
の
厳
し
い
経
済
状
況
の

中
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
で
日
置
市

の
共
通
商
品
券
の
導
入
を
商
工
会
で
企

画
し
て
い
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

答　

現
在
３
地
域
が
商
品
券
の
取
り
扱

い
を
し
て
い
る
。
商
工
会
の
合
併
を
機

に
ト
ー
タ
ル
で
考
え
て
い
き
た
い
。
プ

レ
ミ
ア
ム
・
印
刷
等
の
予
算
が
生
じ
て

く
る
。
行
政
と
当
事
者
双
方
で
負
担
を

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。
行
政
と
商
工
会
が
お
互
い
商

品
券
に
関
し
て
研
究
・
勉
強
し
て
、
い

い
形
の
プ
レ
ミ
ア
ム
共
通
商
品
券
が
で

き
れ
ば
と
考
え
る
。

商店街の活性化が求められる
（伊集院中央通商店街）

市
行
政
改
革
大
綱
に
関
連
す
る
事

項
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

田
畑　

純
二　

議
員

会
の
勧
告
に
準
じ
毎
年
の
よ
う
に
改
定

さ
れ
て
い
る
。　

年
度
の
人
事
院
勧
告

１７

の
中
に
は
地
域
給
与
も
盛
り
込
ま
れ

て
、
官
民
格
差
は
少
な
く
な
り
一
層
の

適
正
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

公
務
職
場
の
２
０
０
７
年
問
題
に

ど
う
対
処
し
、
５
年
以
内
に
職
員
数　
８０

人
削
減
の
公
約
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

答　

本
市　

年
度
末
の
定
年
退
職
者
は

１９

　

人
程
度
、
以
後
も　

人
、　

人
と
続

２１

１５

２７

く
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
な
が
ら
、
退

職
者
と
早
期
退
職
勧
奨
制
度
で
こ
の
数

字
に
近
い
中
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

自
治
会
再
編
統
合
を
ど
う
す
る

か
。

答　

現
在
の
２
７
４
自
治
会
、
行
政
嘱

託
員
は
大
変
多
い
。
旧
日
吉
町
で
は
行

政
嘱
託
員
を　

人
に
し
、
新
し
い
集
落

１８

再
編
特
別
補
助
金
で
５
年
間
対
応
す

る
。

問　

指
定
管
理
者
制
度
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

方
式
を
ど
う
活
用
・
導
入
し
て
い
く
か
。

答　

前
者
は
来
年
９
月
か
ら
実
施
で
準

備
中
、
後
者
は
適
切
な
導
入
を
進
め

る
。

問　

日
置
市
ま
ち
づ
く
り
塾
の
開
設

は
。

答　

各
々
の
ま
ち
お
こ
し
団
体
の
連
絡

会
的
な
組
織
を
設
立
す
る
。
来
年
度
は

若
手
職
員
を
対
象
に
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
を
立
ち
あ
げ
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
人

材
育
成
を
進
め
て
い
く
。

３地域の商品券３地域の商品券
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問　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
平

１８

成　

年
度
よ
り
約　

億
円
程
度
の
減
と

１７

２５

答
弁
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。

答　

平
成　

年
度
と
比
べ
大
き
な
事
業

１７

は
終
わ
っ
た
。
新
規
事
業
は
難
し
く
、

歳
出
削
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

問　

旧
町
で
の
単
独
事
業
の
廃
止
や
全

市
的
事
業
と
す
る
場
合
の
考
え
方
は
。

答　

３
年
位
で
事
業
効
果
を
精
査
し
検

討
す
る
。

問　

合
併
は
財
政
効
率
の
手
段
で
あ
っ

た
。
本
市
の
地
方
債
残
高
は
類
似
団
体

問　

個
人
情
報
を
紛
失
し
た
三
菱
電
機

へ
の
責
任
追
及
に
あ
い
ま
い
さ
を
感
じ

る
。「
問
う
べ
き
は
問
い
、
賠
償
を
求

め
る
べ
き
は
求
め
、
今
後
改
め
る
必
要

な
こ
と
に
つ
い
て
は
改
め
、
そ
し
て
過

失
責
任
に
応
じ
た
制
裁
を
課
し
て
い

く
。」こ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
処
理
し
て

い
く
こ
と
が
職
員
の
情
報
管
理
に
関
す

る
意
識
改
革
や
再
発
防
止
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
。

答　

三
菱
電
機
が
犯
し
た
紛
失
事
件
に

つ
い
て
は
憤
り
を
感
じ
て
い
る
。
今
後

は
罰
す
る
も
の
は
罰
し
、
契
約
に
つ
い

て
は
規
約
等
の
変
更
も
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問　

滝
之
平
安
定
型
処
分
場
の
事
業
再

開
問
題
に
つ
い
て
今
後
ど
う
い
っ
た
方

向
づ
け
を
し
て
い
く
考
え
か
。

答　

県
の
事
業
再
開
許
可
が
下
り
た
場

合
、
ど
う
い
っ
た
形
で
住
民
を
守
っ
て

い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
今
は

住
民
か
ら
議
会
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
陳

情
書
や
請
願
書
の
審
査
結
果
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
県
が
許
可
し
た
場

合
は
公
害
防
止
協
定
を
結
ぶ
こ
と
も
一

つ
の
手
段
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

県
が
許
可
し
な
い
法
的
根
拠
は
な

く
、
近
々
事
業
再
開
許
可
が
下
り
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
住
民
生
活

を
守
る
た
め
に
は
、
処
理
業
者
が
不
法

処
理
が
出
来
な
い
仕
組
み
を
公
害
防
止

協
定
の
中
で
締
結
す
る
こ
と
が
最
善
の

策
と
考
え
る
が
。

答　

今
後
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
公
害

防
止
協
定
の
中
身
も
含
め
、
地
元
住
民

と
十
分
協
議
を
し
て
対
応
し
て
い
き
た

い
。 

漆
島　

政
人　

議
員

個
人
情
報
紛
失
に
関
す
る
責
任
処
理

と
吹
上
地
域
の
産
廃
問
題
に
つ
い
て

と
比
較
し
て
高
す
ぎ
る
。
合
併
特
例
債

は
必
要
最
小
限
に
す
べ
き
だ
。
厳
し
い

財
政
状
況
を
市
民
に
も
伝
え
、
納
得
の

い
く
効
率
的
、
効
果
的
予
算
編
成
を
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

三
位
一
体
改
革
の
中
で
財
政
計
画

の
組
み
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
歳
出
削
減
に
努
め
、
市
民
に
は
広

報
等
で
伝
え
て
い
く
。

問　

日
置
市
の
教
育
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

平
成　

年
度
中
に
市
民
憲
章
を
つ

１８

く
る
。
そ
の
中
で
考
え
た
い
。

問　

義
務
教
育
で
は
設
置
主
体
で
あ
る

市
町
村
の
役
割
は
大
き
い
。
小
中
一
貫

教
育
で
９
ヵ
年
の
学
び
の
系
と
、
多
彩

な
人
間
関
係
や
多
様
な
実
践
を
可
能
と

す
る
学
校
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
る
。

教
育
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
若
年
層

の
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
本
市
に

と
っ
て
も
重
要
と
思
う
。
モ
デ
ル
校
実

施
も
含
め
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

ハ
ー
ド
面
は
急
に
は
無
理
だ
が
、

ソ
フ
ト
面
で
は
小
中
一
貫
の
良
さ
を
導

入
し
た
連
携
は
可
能
。
将
来
は
そ
の
方

向
性
で
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

平
成　

年
度
予
算
・
小
中
一
貫

１８

教
育
に
つ
い
て花

木　

千
鶴　

議
員

小中一貫教育モデル校の様子（福岡市立北崎小・北崎中）
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問　

職
員
が
意
欲
を
失
わ
な
い
よ
う
志

気
を
高
め
る
人
事
管
理
が
な
さ
れ
て
い

る
か
。

答　

人
事
管
理
は
職
員
の
能
力
や
実
績

を
公
平
公
正
に
評
価
し
、
ま
た
、
職
員

の
適
正
を
把
握
す
る
た
め
の
自
己
申
告

制
度
を
本
年
度
か
ら
全
職
場
で
実
施
し

て
い
る
。
さ
ら
に
職
員
が
新
し
い
課
題

に
積
極
的
に
学
ぶ
た
め
の
研
修
制
度
も

実
施
し
、
や
る
気
の
あ
る
職
員
の
登
用

に
努
め
て
い
る
。

問　

評
価
で
き
る
よ
う
な
市
役
所
に
生

ま
れ
変
わ
る
た
め
、
そ
の
一
貫
と
し

て
、
美
化
運
動
の
考
え
は
。

答　

市
職
員
自
身
が
、
市
民
の
皆
様
に

い
か
に
心
の
か
よ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
で

き
る
か
が
基
本
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
市
役
所
か
ら
環
境
美
化
に
関
す
る

気
運
を
盛
り
上
げ
て
、
職
員
の
意
識
改

革
に
つ
な
が
る
活
動
と
し
て
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

施
工
出
来
形
品
質
お
よ
び
企
業
で

働
く
従
業
員
の
給
料
・
雇
用
を
考
え
る

と
最
低
制
限
価
格
の
導
入
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
。

答　

建
設
工
事
の
入
札
は
予
定
価
格
の

事
前
公
表
の
試
行
に
伴
い
最
低
制
限
価

格
の
設
定
を
み
お
く
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
予
定
価
格
は
５
０
０
万
円
を
超

え
る
工
事
の
入
札
に
つ
い
て
は
、
工
事

内
訳
書
の
添
付
を
義
務
付
け
て
お
り
、

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
合
格
し
た
業
者

だ
け
が
入
札
に
参
加
で
き
る
の
で
、
低

価
格
で
の
入
札
は
企
業
努
力
に
よ
る
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。
今
後
は
、
入
札

監
視
委
員
会
と
も
協
議
を
し
な
が
ら
最

低
制
限
価
格
制
度
も
含
め
、
入
札
制
度

改
善
策
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

問　

人
材
育
成
基
金
の
活
用
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
。
ま
た
補
助

額
は
ど
う
な
る
か
。

答　

現
在
基
金
が
１
億
４
千
万
円
あ

る
。
果
実
運
用
が
困
難
な
時
な
の
で
研

修
補
助
等
に
つ
い
て
は
一
般
財
源
で
対

応
し
た
い
。
旧
町
で
の
補
助
率
に
違
い

が
あ
る
の
で
、
今
後
研
修
補
助
制
度
の

確
立
を
図
り
た
い
。

問　

国
際
交
流
は
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
大
き
な
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。
旧

町
の
施
策
を
ど
う
生
か
す
か
。

答　

外
国
人
招
致
事
業
で
東
市
来
に
韓

国
、
吹
上
に
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
二
人

が
い
る
。
今
後
全
市
域
に
対
応
、
小
中

学
校
や
生
涯
学
習
等
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
。
民
間
の
国
際
交
流
団
体
と
も

協
力
し
市
の
国
際
協
力
協
会
的
組
織
に

発
展
さ
せ
た
い
。
海
外
派
遣
事
業
で
伊

集
院
が
イ
ギ
リ
ス
に
、
東
市
来
が
韓
国

に
、
吹
上
が
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
に

派
遣
し
て
い
た
が
、
今
後
は
全
市
的
な

事
業
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

問　

子
供
会
活
動
が
将
来
の
人
材
育
成

に
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
現
状
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
、
日
置
市
の
活
動
と

し
て
つ
な
げ
て
い
く
か
。

答　

市
内
に
１
５
１
団
体
、
４
８
７
０

人
が
参
加
し
て
い
る
。
今
後
リ
ー
ダ
ー

研
修
、
育
成
会
研
修
、
少
年
の
船
事
業

等
を
統
一
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

問　

生
涯
学
習
の
取
り
組
み
は
地
域
の

い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に

必
要
と
思
う
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

地
域
課
題
の
発
見
、
地
域
の
誇
り

の
再
発
見
を
重
点
に
、
行
政
課
題
と
し

て
も
生
涯
学
習
推
進
会
議
を
開
き
検
討

す
る
。

下
御
領
昭
博　

議
員

行
政
改
革
に
対
す
る
意
識
の
向
上
・
公

共
工
事
の
入
札
制
度
改
革
に
つ
い
て

人
材
育
成
に
つ
い
て

鳩
野　

哲
盛　

議
員

伊集院地域の濱川原橋の建設工事現場

イギリスへの海外派遣事業



　

私
た
ち
野
首
地
区
高
齢
者
学
級
で
は

去
る　

月
市
議
会
本
会
議
を
傍
聴
し
ま

１２

し
た
。こ
れ
ま
で
も
私
た
ち
の
高
齢
者
学

級
で
は
、
年
間
学
習
計
画
の
中
で
議
会
傍

聴
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
新
生
日
置
市
議
会
傍
聴
は
、

日
置
市
政
の
概
要
・
議
会
活
動
の
現
状
・

議
場
の
設
備
環
境
等
を
知
る
こ
と
と
、
特

に
私
共
の
野
首
地
区
で
、
今
新
た
に
産
廃

安
定
型
処
分
場
の
事
業
再
開
を
求
め
る

業
者
の
動
向
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
現
況

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
議
会
活
動
が
な
さ

れ
る
の
か
。地
元
選
出
議
員
の
発
言
、
執

行
部
の
答
弁
に
つ
い
て
、
大
き
な
関
心
と

期
待
を
持
っ
て
傍
聴
し
ま
し
た
。結
果
は

問
題
点
に
対
す
る
具
体
的
な
理
解
ま
で

は
ま
だ
到
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。今
後

は
視
点
を
変
え
て
の
さ
ら
な
る
対
策
活

動
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
回
の
傍
聴
は
高
齢
者
で
あ
り
、
発

言
答
弁
と
も
に
良
く
聞
き
と
れ
な
い
部

分
が
多
く
、
せ
っ
か
く
市
議
会
を
傍
聴
し

た
の
に
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。傍
聴
に

対
し
問
題
意
識
を
持
っ
て
傍
聴
す
る
こ
と

で
理
解
も
深
め
ら
れ
た
の
で
は
と
感
じ
ま

し
た
。

　

傍
聴
席
の
設
備
、
音
声
の
調
整
等
改

善
さ
れ
る
こ
と
で
更
に
傍
聴
者
も
増
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
生
日
置
市
の
議
会
に
関
心
を
も

ち
、
昨
年
は
、
６
月
・
９
月
・　

月
議
会

１２

定
例
会
の
一
般
質
問
の
傍
聴
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

傍
聴
者
は
、
６
月
定
例
会
は
若
干
い

ま
し
た
が
、　

月
定
例
会
は
数
人
で
傍

１２

聴
席
は
寂
し
く
議
員
の
方
も
張
り
合
い

が
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

議
員
の
一
般
質
問
は
、
定
例
会
ご
と

　

人
前
後
の
議
員
の
方
が
３
日
間
に
わ

２０た
り
、
緊
張
感
の
中
、
私
た
ち
市
民
生

活
に
深
い
身
近
な
問
題
で
、
福
祉
・
教

育
・
産
業
振
興
・
生
活
環
境
の
整
備
・
行

財
政
な
ど
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
に
対
し

て
質
し
、
市
長
・
執
行
部
が
答
弁
さ
れ

て
、
傍
聴
者
も
市
政
の
動
向
や
議
員
の

活
動
状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

旧
４
町
が
合
併
し
、
議
員
の
皆
さ
ん

は
、
多
く
の
期
待
を
一
身
に
受
け
選
出

さ
れ
て
抱
負
・
決
意
・
使
命
を
も
っ
て
議

場
に
登
壇
さ
れ
個
性
の
あ
る
質
問
を
展

開
さ
れ
、
通
告
に
よ
る
一
問
一
答
方
式
で

聴
く
方
は
よ
く
わ
か
り
や
す
い
で
し
た
。

　

国
・
地
方
の
財
政
が
厳
し
い
中
、
三
位

一
体
改
革
に
よ
り
、
国
か
ら
地
方
へ
税
源

移
譲
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

傍
聴
は
、
誰
で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。

私
た
ち
市
民
も
、
市
政
に
対
し
て
注
目
・

関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
議
会
活

動
を
知
る
た
め
、
友
達
と
誘
い
合
っ
て
是

非
、
傍
聴
に
足
を
向
け
て
欲
し
い
で
す
。

　

昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は
「
愛
」

で
し
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
を
と
り
巻

く
痛
ま
し
い
事
件
が
多
く
発
生
し
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

経
済
が
活
力
を
失
え
ば
元
気
も
出
ま

せ
ん
が
、
人
の
心
が
豊
か
で
な
け
れ
ば

良
い
社
会
を
つ
く
れ
ま
せ
ん
。

　

新
年
を
迎
え
日
置
市
の
明
る
い
未
来

を
築
く
た
め
に
、
市
民
総
力
を
あ
げ
て

共
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
今

年
一
年
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　

委

員

長　

池
満　
　

渉

　
　
　
　
　

副
委
員
長　

出
水
賢
太
郎

　
　
　
　
　

委　
　

員　

花
木　

千
鶴

　
　
　
　
　
　
 
〃 　
　

栫　
　

康
博
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坂
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◎
「
傍
聴
席
か
ら
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
ご

指
摘
頂
き
ま
し
た
傍
聴
席
の
音
声
に

つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
調
査
・
調
整
な

ど
を
行
い
、
対
応
い
た
し
ま
し
た
。

◎
第
２
号
の
記
載
で
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

伊
集
院
町
土
橋
市
道
認
定
の
陳
情

（
誤
）新
山
御
堂
線
（
正
）新
山
尾
堂
線

２０Ｈ１８．２　ひおき市議会だより

傍
聴
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

傍
聴
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

　　
　
　

�
だ
れ
で
も
自
由
に
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
　
　

�
受
付
簿
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て

い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

東
市
来
地
域

　

荻　
　
　

克　

己

吹
上
地
域

　

上　

村　

政　
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